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腔内迷入による肝腫瘍の1例. 日本臨床外科学会雑誌 84(11): 1787-1792, 2023.

小坂太一郎，藤田拓郎，曽山明彦，江口　晋：胆道閉鎖症に対する葛西手術時におけるICG蛍光法を用いた術中

肝門部微細胆管および胆汁流出評価の検討. 長崎医学会雑誌 98(3): 97-103, 2023.

小坂太一郎，藤田拓郎，曽山明彦，江口　晋：Hirschsprung病類縁疾患に対し、複数の消化管瘻を用いた腸管減

圧、栄養管理を施行した1例. 長崎医学会雑誌 98(3): 104-110, 2023.

今村 一歩,江口 晋：ドクターインセンティブとしての休日・深夜・時間外加算について 当科現状を踏まえた働

き方改革への取り組み. 日本消化器外科学会雑誌 56(2): 132-136, 2023.

今村 一歩,足立 智彦,山下 万平,原 貴信,松島 肇,曽山 明彦,小林 和真,金高 賢悟,江口 晋：【胆道癌と膵癌のリスク

ファクター】十二指腸乳頭部癌のリスクファクター. 胆と膵 44(9): 861-865, 2023.

金高賢悟、江口　晋：国内外の消化器領域における再生医療の状況と，細胞シート医療の現在地. 日本消化器病

学会雑誌 120(12): 949-963, 2023.

猪股 寛子,南 ひとみ,金高 賢悟,塩田 純也,田渕 真惟子,山口 直之,江口 晋,中尾 一彦：【内科と外科のコラボレー

ション手術の今】咽頭・食道領域におけるコラボレーション手術 食道腫瘍に対する胸腔鏡・内視鏡合同手術. 消
化器内視鏡 35(11): 1529-1533, 2023.

小林慎一朗，江口　晋：腸閉塞とイレウス　－診断と初期対応－. 長崎県医師会報 (926): 58-60, 2023.

原　貴信，江口　晋：オランダにおける外科医の教育と地位. 外科 85(7): 803-808, 2023.

江口　晋：中央アジア・カザフスタンにおける外科医の地位と教育. 外科 85(7): 834-835, 2023.

松島　肇，江口　晋：内科的治療チューブ　ERBD. 消化器ナーシング 28(9): 51-57, 2023.

江口　晋：消化器疾患の手術. イヤーノート2024 : A131-A133, 2023.
江口　晋：肝疾患－門脈圧亢進症－. イヤーノート2024 : B65-B67, 2023.
江口　晋：消化管穿孔. 今日の治療指針　2023 65: 41-42, 2023.
江口　晋：レシピエントの手術. 肝胆膵高難度外科手術 : 295-306, 2023.
江口　晋，曽山明彦：脳死肝移植. 消化器外科　専門医の心得 下: 707-712, 2023.

江口　晋，江川裕人，江口英利，上平朝子，遠藤知之，玄田拓哉，嶋村　剛，高槻光寿，塚田訓久，中尾一

彦，原　哲也，長谷川　潔，長谷川　康，八橋　弘，四柳　宏：血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者に対す

る肝移植を含めた外科治療に関する研究. 厚生労働行政推進調査事業費補助金　エイズ対策研究事業　エイズ対

策研究事業の企画と評価に関する研究　令和4年度総括研究報告書 : 157-160, 2023.

江口　晋：血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者の肝移植に関する研究. 厚生労働科学研究費補助金　エイズ対

策事業

血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者の肝移植に関する研究

令和4年度　総括・分担研究報告書 : 1-5, 2023.

古田 彩子,猪熊 孝実,安倍 翔,脇山 史美子,村橋 志門,上村 恵理,太田黒 崇伸,上木 智博,泉野 浩生,田島 吾郎,山下 和
範,大木 望,原 貴信,関野 元裕,田崎 修：入院後に胆管損傷が判明した多発外傷の1例. 日本外傷学会雑誌 37(2): 191,
2023.

高橋 孝輔,小澤 栄介,中尾 一彦,嶋倉 茜,森 智崇,中尾 康彦,福島 真典,宮明 寿光,曽山 明彦,日高 匡章,江口 晋：生体

肝移植後胆管空腸吻合部狭窄に対するダブルバルーン内視鏡を用いた金属ステント留置の検討. 胆道 37(3): 590,
2023.
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宮本 大輔,足立 智彦,江口 晋：肝疾患に対する再生医療のNew normal 胆管構造を内蔵した新規肝臓様オルガノイ

ドの開発. 肝臓 64: A571, 2023.

白石 和輝,千葉 恒,新見 龍士,岡崎 成弘,小林 慎一朗,江口 晋,尾崎 誠：胃切除術が骨密度や骨微細構造に及ぼす影

響. 日本骨粗鬆症学会雑誌 9: 356, 2023.

足立 利幸,井上 悠介,岡田 怜美,曽山 明彦,小林 和真,足立 智彦,金高 賢悟,江口 晋：脾彎曲授動の新たなアプローチ

/横行結腸間膜貫通法での脾彎曲授動. 日本大腸肛門病学会雑誌 76(9): A289, 2023.

川口 雄太,井上 悠介,三好 敬之,足立 利幸,岡田 怜美,曽山 明彦,足立 智彦,小林 和真,金高 賢悟,江口 晋：直腸癌手術

における一時的回腸人工肛門造設術後の腎障害と予後への影響. 日本大腸肛門病学会雑誌 76(9): A199, 2023.

井上 悠介,三好 敬之,足立 利幸,岡田 怜美,小林 和真,曽山 明彦,足立 智彦,金高 賢悟,江口 晋：閉塞性大腸癌に対す

る治療法の変遷と予後. 日本大腸肛門病学会雑誌 76(9): A158, 2023.

井上悠介，足立利幸，岡田怜美，松隈国仁，小林和真，足立智彦，曽山明彦，日高匡章，金高賢悟，江口

晋：当科における40歳未満の大腸癌症例の検討. 日本大腸肛門病会誌 77(2): 136, 2023.

井上悠介，足立利幸，岡田怜美，伊藤信一郎，小林和真，足立智彦，曽山明彦，日高匡章，金高賢悟，江口

晋：地方都市における救急外科医の形とダブルボード取得の意義. 日本腹部救急医学会雑誌 43(2): 348, 2023.

小林慎一朗，井上悠介，永川寛徳，松本　亮，原　貴信，岡田怜美，足立利幸，一ノ宮大雅，関野元裕，日高

匡章，金高賢悟，原　哲也，江口　晋：急性腹症手術症例の血中セルフリーDNA量に関する前向き観察研究. 日
本腹部救急医学会雑誌 43(2): 396, 2023.

岩田真実，原　貴信，曽山明彦，猪熊孝実，丸屋安広，今村一歩，松島　肇，井上悠介，足立智彦，日高匡

章，江口　晋：鈍的外傷に伴う肝門部胆管損傷に内視鏡的ドレナージが奏功した一例. 日本腹部救急医学会雑誌

43(2): 435, 2023.
原　貴信，日高匡章，曽山明彦，丸屋安広，福本将之，吉野恭平，今村一歩，松島　肇　足立智彦，金高賢

悟，江口　晋：移植前に集中治療を施行したacute-on-chronic liver failure症例の検討. 日本腹部救急医学会雑誌

43(2): 444, 2023.

金高 賢悟,小林 慎一朗,猪熊 孝実,三好 敬之,足立 利幸,岡田 怜美,山下 万平,今村 一歩,原 貴信,松島 肇,井上 悠介,足
立 智彦,曽山 明彦,江口 晋：地方大学病院における特発性食道破裂8例の治療効果の検討. Japanese Journal of Acute
Care Surgery 13: 80, 2023.

川口雄太，井上悠介，三好敬之，足立利幸，岡田怜美，曽山明彦，足立智彦，小林和真，金高賢悟，江口

晋：大腸癌による Oncololgical emergency と手術成績. Japanese Journal of Acute Care Surgery 13: 82, 2023.

猪熊 孝実,上園 瑛子,村橋 志門,上村 恵理,上木 智博,太田黒 崇伸,泉野 浩生,田島 吾郎,山下 和範,平尾 朋仁,永川 寛
徳,原 貴信,井上 悠介,高村 敬子,弦本 敏行,谷村 政道,小森 由紀子,柴田 久美,江口 晋,田崎 修：Cadaver外傷手術ト

レーニングによる若手教育. Japanese Journal of Acute Care Surgery 13: 120, 2023.

曽山 明彦,松島 肇,原 貴信,足立 智彦,今村 一歩,丸屋 安広,小坂 太一郎,藤田 拓郎,日高 匡章,金高 賢悟,江口 晋：小

腸移植実施に向けて当院で行っている施設内連携・施設間連携. 移植 58(2): 165-166, 2023.

宮本大輔,足立智彦,江口晋：胆管構造を内蔵した新規肝臓様オルガノイドの開発. 肝臓 64(臨時増刊): A571, 2023.

古田彩子，足立利幸，岡田怜美，井上悠介，伊藤信一郎，小林和真，曽山明彦，足立智彦，日高匡章，金高賢

悟，江口　晋：受傷5日目に発症した遅発性外傷性S状結腸穿孔の１例. 日本腹部救急医学会雑誌 43(2): 453, 2023.

足立利幸，伊藤信一郎，井上悠介，岡田怜美，曽山明彦，足立智彦，小林和真，日高匡章，金高賢悟，江口

晋：溶血性尿毒症症候群に対して大腸亜全摘術を施行し救命し得た一例. 日本腹部救急医学会雑誌 43(2): 555,
2023.

布下裕基，足立利幸，岡田怜美，井上悠介，伊藤信一郎，曽山明彦，足立智彦，小林和真，日高匡章，金高賢

悟，江口　晋：腸重積を合併した直腸癌に対し経肛門的整復を併用し腹腔鏡下Hartmann手術を施行し得た症例.
日本腹部救急医学会雑誌 43(2): 584, 2023.

原　貴信，日高匡章，江口　晋：肝移植後門脈合併症に対する経皮経脾静脈アプローチ. 日本消化器病学会雑誌

120(臨時増刊): 78, 2023.
江口　晋：外科医としての消化器再生医療への期待. 日本消化器病学会雑誌 120(臨時増刊): 65, 2023.

松本　亮，金高賢悟，江口　晋：分野横断的研究協力による細胞シート医療の開発. 日本消化器病学会雑誌

120(臨時増刊): 65, 2023.
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金高賢悟，小林慎一朗，足立利幸，井上悠介，原　貴信，曽山明彦，足立智彦，江口　晋：ロボット支援下食

道切除術の導入と初期成績. 日本内視鏡外科学会雑誌 28(7): 245, 2023.

足立利幸，井上悠介，岡田怜美，哲翁華子，川口雄太，曽山明彦，足立智彦，金高賢悟，江口　晋：骨盤前方

浸潤を伴う直腸癌に対する治療アプローチ. 日本内視鏡外科学会雑誌 28(7): 189, 2023.

三好敬之，足立利幸，岡田怜美，井上悠介，曽山明彦，足立智彦，金高賢悟，江口　晋：直腸癌手術における

左結腸動脈温存の意義. 日本内視鏡外科学会雑誌 28(7): 191, 2023.

田邉　稔，石川喜也，森　泰寿，金子弘真，若林　剛，江口　晋，板野　理，篠田昌宏，大塚由一郎，伴　大

輔，曽山明彦，中村雅史：肝臓領域診療ガイドラインの改定と今後の課題. 日本内視鏡外科学会雑誌 28(7): 60,
2023.

日高匡章，曽山明彦，江口　晋：低分子化合物を用いた肝前駆細胞からの再生医療―臨床応用を目指して―. 日
本消化器病学会雑誌 120(臨時増刊): 66, 2023.
岡田怜美，井上悠介，江口　晋：高齢者における大腸癌手術成績の検討. 日本消化器病学会雑誌 120(臨時増刊):
49, 2023.
小坂太一郎，藤田拓郎，篠原彰太，山根裕介，日高匡章，永安　武，江口　晋：葛西手術における肝門部索状

物切離時のICG 蛍光造影法の有用性の検討. 日本小児外科学会雑誌 59(3): 675, 2023.

日髙匡章，長谷川潔，江口　晋：血液製剤によるHIV/HCV 重複感染患者に対する肝移植成績. 肝臓 64(臨時増

刊): A191, 2023.

森田　道，久芳さやか，江口　晋：アミオダロン誘発性破壊性甲状腺全摘術を施行した一例. 日本内分泌外科学

会雑誌 40(増刊): S184, 2023.
岡田怜美，井上悠介，足立利幸，三好敬之，曽山明彦，足立智彦，小林和真，金高賢悟，江口　晋：局所進行

直腸癌に対する集学的治療戦略. 日本大腸肛門病会誌 77(4): 241, 2023.

田中 健之,柿内 聡志,田代 将人,藤田 あゆみ,芦澤 信之,江口 晋,剣持 敬,江川 裕人,泉川 公一：成人固形臓器移植の

術前ワクチン接種状況の全国実態調査アンケート解析結果報告. 移植 58(総会臨時): 266, 2023.

原 貴信,曽山 明彦,松島 肇,今村 一歩,山下 万平,福本 将之,右田 一成,川口 雄太,足立 智彦,江口 晋：肝移植における

Damage control手術. 移植 58(総会臨時): 278, 2023.
松島 肇,曽山 明彦,原 貴信,藤田 拓郎,川口 雄太,右田 一成,山下 万平,今村 一歩,足立 智彦,金高 賢悟,江口 晋：当科

におけるSmall-for-size Graftの移植成績に関する検討 GRWR<0.6%、GW/SLV<30%は安全か?. 移植 58(総会臨時):
209, 2023.

蔵満　薫，梅下浩司，江口　晋，大段秀樹：国内における再肝移植の現状. 移植 58(総会臨時): 179, 2023.

阪本靖介，曽山明彦，日比泰造，伊藤泰平，村松真樹，岡島英明，江口　晋，江川裕人：肝小腸コンポジット

グラフト移植実施に向けて. 移植 58(総会臨時): 206, 2023.
曽山明彦，原　貴信，蔵満　薫，岡田克典，佐藤雅昭，伊藤孝司，伊藤泰平，江川裕人：臓器移植のサステナ

ビリティ向上のための国内外現状調査. 移植 58(総会臨時): 220, 2023.
曽山明彦，吉本周平，原　貴信，松島　肇，福本将之，右田一成，虎井真司，笠松寛央，大原正行，今村一

歩，山下万平，足立智彦，江口　晋，小林英司：Toward the First Application of Machine Perfusion for Liver
Transplantation in Japan. 移植 58(総会臨時): 127, 2023.

萩原朋也，小坂太一郎，林田浩太朗，藤田拓郎，松島　肇，原　貴信，曽山明彦，足立智彦，江口　晋：原因

不明の肝硬変、門脈圧亢進症に伴う食道静脈瘤に対して、経皮脾臓的静脈瘤塞栓術を施行した1小児例. 日本門

脈圧亢進症学会雑誌 29(3): 98, 2023.

井上悠介，三好敬之，足立利幸，岡田怜美，小坂太一郎，久芳さやか，小林和真，曽山明彦，足立智彦，金高

賢悟，江口　晋：小腸炎モデルラットに対する大建中湯の作用. 日本臨床外科学会雑誌 84(増刊): 38, 2023.

古賀道子，福田あかり，石坂　彩，田中貴大，保坂　隆，伊藤俊広，江口　晋，遠藤知之，柿沼章子，木内

英，後藤智巳，高橋俊二，武田飛呂城，照屋勝治，花井十五，藤井輝久，藤谷順子，三田英治，南　留美，茂

呂　寛，横幕能行：非加熱血液凝固因子製剤による HIV 感染血友病等患者に合併する腫瘍に関する研究. 日本エ

イズ学会誌 25(4): 409, 2023.

川口雄太，井上悠介，三好敬之，足立利幸，岡田怜美，曽山明彦，足立智彦，金高賢悟，江口　晋：腹腔鏡下

大腸癌手術における肥満の影響. 日本内視鏡外科学会雑誌 28(7): 89, 2023.
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日高匡章,曽山明彦,原　貴信,足立智彦,今村一歩,松島　肇,丸屋安広,小林和真,伊藤信一郎,金高賢悟,江口　晋：当

院におけるロボット支援下肝切除の導入と成績. 日本外科学会定期学術集会抄録集 123回: DP, 2023.

布下裕基,曽山明彦,原　貴信,丸屋安広,松島　肇,今村一歩,福本将之,松隈国仁,吉野恭平,伊藤信一郎,日高匡章,金高

賢悟,江口　晋：胆管内乳頭状腫瘍(IPNB)切除例の検討. 日本外科学会定期学術集会抄録集 123回: DP, 2023.

小林和真,松隈国仁,小林慎一朗,丸屋安広,松本　亮,品川博光,小坂太一郎,久芳さやか,森田道,吉元智子,曽山明彦,松
島　肇,原　貴信,今村一歩,足立智彦,伊藤信一郎,日高匡章,金高賢悟,江口　晋：当科における食道癌の術前化学療

法としてのDCF(DOC+CDDP+5-FU)療法の検討. 日本外科学会定期学術集会抄録集 123回: DP, 2023.

足立智彦,松島　肇,今村一歩,丸屋安広,原　貴信,曽山明彦,日高匡章,金高賢悟,江口　晋：ロボット支援下手術の

光と影 ロボット支援下膵頭十二指腸切除における光と影. 日本外科学会定期学術集会抄録集 123回: PD, 2023.

久芳さやか,新見龍士,千葉恒,松本　恵,森田　道,田中彩,稲益英子,大坪竜太,金高賢悟,尾崎　誠,永安　武,江口

晋：ステロイドを伴う乳癌化学療法における続発性骨粗鬆症の病態研究 HR-pQCTによる骨微細構造解析. 日本

外科学会定期学術集会抄録集 123回: DP, 2023.

大坪竜太,田中　彩,馬場雅之,松本　恵,森田　道,久芳さやか,加勢田富士子,林　洋子,前田茂人,矢野　洋,稲益英子,
荻谷朗子,関谷健太,柳原克紀,中島正洋,碇　秀樹,大野真司,武井寛幸,江口　晋,永安　武：Semi-dry dot-blot(SDB)法
を応用した新規乳癌リンパ節転移診断キットと自動解析機に関する多施設共同臨床性試験. 日本外科学会定期学

術集会抄録集 123回: SF, 2023.
曽山明彦,日高匡章,原　貴信,丸屋安広,足立智彦,松島　肇,今村一歩,福本将之,松隈国仁,小林和真,伊藤信一郎,金高

賢悟,江口　晋：進行肝細胞癌に対する免疫チェックポイント阻害薬・分子標的薬を基軸とした集学的治療の有

効性. 日本外科学会定期学術集会抄録集 123回: DP, 2023.

今村一歩,足立智彦,松島　肇,吉野恭平,丸屋安弘,　原貴信,曽山明彦,日高匡章,金高賢悟,江口　晋：術前補助化学

療法を施行した切除可能膵体尾部癌に対する現状と成績. 日本消化器外科学会総会 : P253, 2023.

笠　伸大郎,曽山明彦,原　貴信,丸屋安広,松島　肇,今村一歩,福本将之,足立智彦,小林和真,日高匡章,金高賢悟,江口

晋：転移性肝腫瘍に対して下大静脈パッチ再建を伴う肝拡大左葉切除を施行した1例. 日本臨床外科学会雑誌

84(7): 1148, 2023.
布下裕基,足立智彦,松島　肇,今村一歩,丸屋安広,原　貴信,小林和真,曽山明彦,日高匡章,金高賢悟,江口　晋：残膵

癌における残膵全摘術の適応に関する検討. 日本臨床外科学会雑誌 84(7): 1147, 2023.

松島　肇,足立智彦,今村一歩,吉野恭平,丸屋安広,原　貴信,曽山明彦,日高匡章,金高賢悟,江口　晋：当科における

膵頭十二指腸切除術後の膵液瘻発生リスク軽減のための吻合方法と周術期管理の工夫. 日本消化器外科学会総会

: P102, 2023.

円城寺貴浩,小林慎一朗,黒滝航希,哲翁華子,松隈国仁,松本　亮,曽山明彦,足立智彦,小林和真,日高匡章,伊藤信一郎,
金高賢悟,岡野慎士,江口　晋：食道癌における腫瘍免疫微小環境と早期再発との関連. 日本外科学会定期学術集

会抄録集 123回: SF, 2023.

大坪竜太,田中彩,稲益英子,松本　恵,森田　道,久芳さやか,月川弥生,江口　晋,永安　武：腋窩リンパ節転移陽性

乳癌患者に対するAxillary Reverse Mapping(ARM)に関するパイロット試験. 日本乳癌学会総会プログラム抄録集 :
395, 2023.
松本　恵,田中　彩,月川弥生,稲益英子,森田　道,久芳さやか,大坪竜太,江口　晋,永安　武：HBOC診療における乳

癌診療の現状と課題、その対策. 日本乳癌学会総会プログラム抄録集 : 390, 2023.

久芳さやか,松本　恵,田中　彩,森田　道,稲益英子,大坪竜太,月川弥生,金高賢悟,永安　武,江口　晋：トリプルネ

ガティブ乳癌における予後とpCR予測因子の検討 T1 vs T2(3cm以下). 日本乳癌学会総会プログラム抄録集 : 304,
2023.
稲益英子,田中　彩,森田　道,大坪竜太,久芳さやか,松本　恵,江口　晋,永安　武：化学療法既施行の進行期乳癌に

免疫チェックポイント阻害剤を使用した一例. 日本乳癌学会総会プログラム抄録集 : 199, 2023.

原　貴信,曽山明彦,丸屋安広,松島　肇,今村一歩,福本将之,足立智彦,日高匡章,金高賢悟,江口　晋：グリソン処理

方法の選択とICG negative staining法による腹腔鏡下肝亜区域切除の定型化. 日本消化器外科学会総会 : P025, 2023.

小林慎一朗,金高賢悟,円城寺貴浩,哲翁華子,平山昂仙,小林和真,日高匡章,永田康浩,江口　晋：食道切除における

術中胃管血流評価と術後内視鏡所見での吻合部合併症予測について. 日本食道学会学術集会プログラム・抄録集

: 111, 2023.
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日高匡章,曽山明彦,原　貴信,足立智彦,今村一歩,松島　肇,丸屋安広,松隈国仁,金高賢悟,江口　晋：進行肝細胞癌

に対する薬物療法,肝切除を組み合わせた集学的治療. 日本消化器外科学会総会 78回: O43, 2023.

曽山明彦,日高匡章,原　貴信,丸屋安広,今村一歩,松島　肇,足立智彦,小林和真,金高賢悟,江口　晋：【肝胆膵】ロ

ボット支援下肝切除の現況と今後の展望 当科におけるロボット支援下肝切除の現状と今後の展開. 日本消化器外

科学会総会 : WS33, 2023.
江口　晋,今村一歩：ドクターインセンティブとしての休日・深夜・時間外加算!. 日本消化器外科学会総会 : SS4,
2023.

荒牧　修,岡村行泰,高山忠利,松山　裕,久保正二,國土典宏,黒崎雅之,福本　巧,江口　晋,副島雄二：幕内基準に肝

合成能を加えた予測死亡率による肝細胞癌切除基準の確立 日本肝癌研究会全国集計データ解析. 日本消化器外科

学会総会 : P055, 2023.
高木智崇,小林慎一朗,松本　亮,井上悠介,松隈匡仁,小林和真,金高賢悟,岡野慎士,江口　晋：食道癌術後に大腸転

移を認めた1例. 日本消化器外科学会総会 78回: ME1, 2023.

須賀原啓,松尾　諭,佐々木龍,嶋倉　茜,森　智崇,中尾康彦,福島真典,三馬　聡,宮明寿光,田中健之,荒木　寛,関野元

裕,吉川　亮,曽山明彦,江口　晋,中尾一彦：特異な多発肝嚢胞様形態を呈し剖検で肝血管肉腫と診断された一例.
日本消化器病学会九州支部例会・日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 : 127, 2023.

川口雄太,井上悠介,三好敬之,足立利幸,岡田怜美,曽山明彦,足立智彦,小林和真,金高賢悟,江口　晋：生活習慣病と

消化器疾患の関連性 心筋梗塞に伴う上腸間膜動脈塞栓症の1例を通して. 日本消化器病学会九州支部例会・日本

消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 : 180, 2023.

小坂太一郎,藤田拓郎,宮本大輔,篠原彰太,山根裕介,日高匡章,永安　武,江口　晋：当科における胆道閉鎖症の治療

戦略-葛西手術における肝門部索状物切離時のICG蛍光造影法の有用性の検討と再生医療を用いた治療戦略-. 日本

外科学会定期学術集会(Web) :  2023.

哲翁華子,宮本大輔,足立智彦,今村一歩,松島　肇,吉野恭平,曽山明彦,日高匡章,金高賢悟,江口　晋：ラットCLiP由
来肝胆道シートの作成及び移植後の構造評価. 日本再生医療学会総会(Web) : 114, 2023.

宮本大輔,足立智彦,日高匡章,哲翁華子,原貴信,曽山明彦,金高賢悟,江口　晋：低分子化合物刺激を利用した新規肝

臓様オルガノイドの開発. 日本再生医療学会総会(Web) : 181, 2023.

宮本大輔,今村一歩,金　達也,足立智彦,哲翁華子,松島　肇,日高匡章,金高賢悟,江口　晋：低分子刺激を利用した

新規ヒト膵島オルガノイドの作製と治療技術の開発. 日本膵・膵島移植学会プログラム・抄録集 : 73, 2023.

松島　肇，足立智彦，今村一歩，大野慎一郎，吉野恭平，丸屋安広，原　貴信，曽山明彦，日髙匡章，江口

晋：当院における移植外科医としての修練体制と次世代への継承. 日本膵・膵島移植学会プログラム・抄録集 :
57, 2023.
今村一歩，足立智彦，金　達也，宮本大輔，松島　肇，哲翁華子，吉野恭平，丸屋安広，原　貴信，曽山明

彦，日高匡章，金高賢悟，江口　晋：ヒト膵島細胞における膵島細胞機能と廊下関連遺伝子の発現・関連性に

ついての検討. 日本膵・膵島移植学会プログラム・抄録集 : 79, 2023.

日高匡章,宮本大輔,原　貴信,曽山明彦,足立智彦,松島　肇,今村一歩,丸屋安広,松隈国仁,福本将之,LI Peilin,金高賢

悟,江口　晋：Construction of liver and biliary system from chemically induced liver progenitor cells. 日本再生医療学会

総会(Web) : 82, 2023.
今村一歩,足立智彦,松島　肇,福本将之,吉野恭平,円城寺貴浩,哲翁華子,丸屋安広,原　貴信,曽山明彦,伊藤信一郎,日
高匡章,金高賢悟,江口　晋：膵癌に対する低侵襲治療の適応とベストプラクティス 当科における膵体尾部癌症例

に対するminimally invasive distal pancreatectomyの現状と長期成績. 日本外科学会定期学術集会抄録集 :  2023.

望月保志,倉田博基,松田　剛,迎　祐太,中西裕美,光成健輔,松尾朋博,大庭康司郎,松島　肇,曽山明彦,足立智彦,日高

匡章,江口　晋：長崎大学における複合臓器移植の経験と泌尿器科医の役割(Clinical experiences of combined organ
transplantation and medical role of urologist as a member of transplant team in Nagasaki University). 日本泌尿器科学会総

会 : OP46, 2023.

児嶋　梓,加藤丈晴,松本和幸,桐野祐子,一瀬将広,古本嵩文,渡辺春香,山田悠一,橋本美紀,清水皓己,坂本　光,田口正

剛,蓬莱真喜子,糸永英弘,佐藤信也,馬場真紀,安東恒史,曽山明彦,江口　晋,大島孝一,宮崎泰司：当院における肝移

植後のmonomorphic PTLDに対する免疫化学療法の治療経験. 日本血液学会学術集会 : 353, 2023.
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今村一歩，足立智彦，山下万平，原　貴信，松島　肇，曽山明彦，江口　晋：膵体尾部癌症例に対する低侵襲

膵切除術の現状と長期成績. 日本膵切研究会プログラム・抄録集 : 112, 2023.

足立智彦，今村一歩，山下万平，竹森広大，原　貴信，松島　肇，曽山明彦，金高賢悟，江口　晋：膵頭十二

指腸切除のMIS: 腹腔鏡 vs ロボット. 日本膵切研究会プログラム・抄録集 : 117, 2023.

右田一成，曽山明彦，原　貴信，松島　肇，山下万平，今村一歩，足立智彦，金高賢悟，江口　晋：

MIPS(Medical Imaging Projection System)を用いたハイブリッド肝拡大左葉グラフト採取術. 肝癌治療ナビゲー

ション研究会プログラム・抄録集 : 54, 2023.

小林和真，松隈国仁，小林慎一朗，松本　亮，丸屋安広，小坂太一郎，井上悠介，曽山明彦，足立智彦，日高

匡章，金高賢悟，江口　晋：食道癌の術前化学療法としてのDCF（DOC+CDDP+5-FU）療法. 制癌剤適応研究会

プログラム・抄録集 : 70, 2023.

日高匡章，曽山明彦，原　貴信，松島　肇，今村一歩，丸屋安広，足立智彦，小林和真，松隈国仁，金高賢

悟，江口　晋：進行肝細胞癌に対して薬物療法、肝切除を組み合わせた集学的治療の可能性. 制癌剤適応研究会

プログラム・抄録集 : 42, 2023.

小林和真，松隈国仁，井上悠介，岡田怜美，足立利幸，小坂太一郎，久芳さやか，曽山明彦，足立智彦，日高

匡章，金高賢悟，江口　晋：Stage IV 大腸癌化学療法においてconversionに最適のレジメンはFOLFOXIRI+αであ

る. 制癌剤適応研究会プログラム・抄録集 : 46, 2023.

松隈国仁，小林和真，井上悠介，岡田怜美，足立利幸，小坂太一郎，足立智彦，伊藤信一郎，日高匡章，金高

賢悟，江口　晋，岡野慎士：肝転移を伴う直腸MiNENに対して術後補助療法としてFOLFOXIRI+Bmabを投与し

た１例. 制癌剤適応研究会プログラム・抄録集 : 84, 2023.

小川伸一郎，今村一歩，丸屋安広，足立智彦，松島　肇，原　貴信，曽山明彦，小林和真，日髙匡章，金高賢

悟，江口　晋：トシリズマブ投与中に発症した壊疽性胆嚢炎の１例. 九州外科学会プログラム・抄録集 : 81,
2023.
黒滝航希，曽山明彦，原　貴信，松隈国仁，丸屋安広，松島　肇，今村一歩，足立智彦，小林和真，日髙匡

章，金高賢悟，江口　晋：免疫チェックポイント阻害剤投与後に肝切除施行しpathological CR が得られた巨大肝

細胞癌の１例. 九州外科学会プログラム・抄録集 : 79, 2023.
武　優希，小坂太一郎，藤田拓郎，篠原彰太，山根裕介，日高匡章，永安　武，江口　晋：抜去困難となった

中心静脈ポートを有する小児症例に対する治療戦略. 九州外科学会

九州小児外科学会

九州内分泌外科学会プログラム・抄録集 : 127, 2023.

金高賢悟，丸屋安広，東　美樹，小林慎一朗，松本　亮，山口　峻，橋口慶一，中尾一彦，江口　晋：細胞

シート医療の開発に向けてのチームビルディングの重要性. 日本再生医療学会総会プログラム・抄録集 : 243,
2023.

福本将之,佐藤泰征,尾上剛史,鈴木　創,村松友佳子,森本勝彦,與那覇忠博,木村友和：医学教育を最近始めた人を応

援するワークショップ　～医学教育初学者の光と影～. 日本医学教育学会プログラム・抄録集 : 24, 2023.

濵田隆志，福森大介，日髙匡章，Larsen Peter，江口　晋，Jens Hillingso：超音波凝固切開装置 (HARMONIC) を
用いたロボット支援下肝切除術の検討. 日本ロボット外科学会学術集会プログラム・抄録集 : 169, 2023.

松隈国仁，曽山明彦，松島　肇，原　貴信，丸屋安広，福本将之，今村一歩，足立智彦，日高匡章，金高賢

悟，江口　晋：進行肝細胞癌に対する複合免疫療法の治療成績と免疫状態の評価. 日本肝がん分子標的治療研究

会プログラム・抄録集 : 124, 2023.

小林和真,丸屋安広,松隈国仁,井上悠介,岡田怜美,足立利幸,三好敬之,森田　道,久芳さやか,小坂太一郎,曽山明彦,足
立智彦,金高賢悟,江口　晋：CPT-11±bevacizumabは高齢者進行大腸癌の二次以上の化学療法レジメンとして有用

である. 日本癌治療学会学術集会抄録集 :  2023.

久芳さやか,前田茂人,岡田和也,及川将弘,山之内孝彰,南　恵樹,松尾光敏,田中　彩,森田　道,崎村千香,大坪竜太,松
本　恵,永安　武,江口　晋：高齢者乳癌の治療選択における関連因子の探索. 日本癌治療学会学術集会抄録集 :
2023.
日髙匡章，曽山明彦，原　貴信，今村一歩，松島　肇，足立智彦，松隈国仁，金高賢悟，江口　晋：当院にお

けるロボット支援下肝切除のチーム形成と成績. 日本ロボット外科学会学術集会プログラム・抄録集 : 145, 2023.
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宮本大輔，今村一歩，金　達也，足立智彦，哲翁華子，松島　肇，日髙匡章．金高賢悟，江口　晋：低分子刺

激を利用した新規ヒト膵島オルガノイドの作製と治療技術の開発. 日本膵・膵島移植学会学術集会プログラム・

抄録集 : 73, 2023.

曽山明彦，原　貴信，松島　肇，足立智彦，江口　晋：進行肝細胞癌に対する免疫チェックポイント阻害薬 / 分
子標的薬を用いた集学的治療戦略. 日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集 : 80, 2023.

小川伸一郎，小林慎一朗，千葉　恒，古賀洋一，吉元智子，久芳さやか，松本　亮，丸屋安広，金高賢悟，尾

崎　誠，江口　晋：胃切除患者の長期経過における骨密度の検討. 日本消化器病学会九州支部例会プログラム・

抄録集 : 141, 2023.

原　貴信，曽山明彦，松島　肇，丸屋安広，福本将之，右田一成，川口雄太，今村一歩，足立智彦，江口

晋：大動物モデルを用いた肝硬変症例に対する腹腔鏡下肝亜区域切除トレーニング方法の確立. 九州内視鏡・ロ

ボット外科手術研究会プログラム・抄録集 : 74, 2023.

松島　肇，曽山明彦，原　貴信，金高賢悟，江口　晋：当科における進行肝細胞癌に対する免疫チェックポイ

ント阻害剤を用いた集学的治療とその成績. 日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集 : 108, 2023.

小林慎一朗，金高賢悟，哲翁華子，円城寺貴浩，江口　晋：食道癌術後難治性吻合部狭窄に対する取り組み

−基礎と臨床研究から見た予防と治療法の開発−. 日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集 : 85, 2023.

松隈美佳，小林慎一朗，林田浩太朗，塩田純也，三好敬之，岡田怜美，足立利幸，井上悠介，永松雅朗，金高

賢悟，中尾一彦，江口　晋：クローン病治療中に発症した Boerhaave 症候群の一例. 日本消化器病学会九州支部

例会プログラム・抄録集 : 182, 2023.

山下万平，足立智彦，今村一歩，曽山明彦，江口　晋：当科の膵 SPN 切除例における臨床的特徴. 日本消化器病

学会九州支部例会プログラム・抄録集 : 113, 2023.

川口雄太，井上悠介，三好敬之，足立利幸，岡田怜美，曽山明彦，足立智彦，小林和真，金高賢悟，江口

晋：生活習慣病と消化器疾患の関連性　心筋梗塞に伴う上腸間膜動脈塞栓症の1例を通して. 日本消化器病学会

九州支部例会プログラム・抄録集 : 180, 2023.

金高賢悟，小林慎一朗，錦戸慎平，堀江一郎，江口　晋：地方大学における腹腔鏡下スリーブ状胃切除術の安

全な導入とその効果についての検討. 日本肥満症治療学会学術集会プログラム・抄録集 : 331, 2023.

松島　肇，足立智彦，今村一歩，大野慎一郎，吉野恭平，丸屋安広，原　貴信，曽山明彦，日髙匡章，江口

晋：当院における移植外科医としての修練体制と次世代への継承. 日本膵・膵島移植学会学術集会プログラム・

抄録集 : 57, 2023.
今村一歩，足立智彦，金　達也，宮本大輔，松島　肇，哲翁華子，吉野恭平，丸屋安広，原　貴信，曽山明

彦，日高匡章，金高賢悟，江口　晋：ヒト膵島細胞における膵島細胞機能と廊下関連遺伝子の発現・関連性に

ついての検討. 日本膵・膵島移植学会学術集会プログラム・抄録集 : 79, 2023.

福本将之，曽山明彦,小林慎一朗,原　貴信,松島　肇,今村一歩,山下万平,足立智彦,金高賢悟,小林英司,江口　晋：

多角的視野外科手技教育を可能にする３Dスキャン画像の作成〜ブタ肝移植モデルを用いて〜. 日本外科教育研

究会プログラム・抄録集 : 12, 2023.

福本将之,サシーム・パウデル,徳野純子,倉島　庸：日本外科教育研究会の新時代に向けたニーズアセスメント調

査. 日本外科教育研究会プログラム・抄録集 : 19, 2023.

原　貴信，曽山明彦，松島　肇，今村一歩，山下万平，福本将之，右田一成，川口雄太，足立智彦，江口

晋：腹腔鏡下 S8 亜区域切除における当科の工夫. 九州内視鏡・ロボット外科手術研究会プログラム・抄録集 :
33, 2023.
小林慎一朗，金高賢悟，円城寺貴浩，哲翁華子，又野　護，三好敬之，足立利幸，足立智彦，江口　晋：食道

切除後縫合不全予測アルゴリズムと周術期管理の工夫. 九州内視鏡・ロボット外科手術研究会プログラム・抄録

集 : 36, 2023.
小坂太一郎，藤田拓郎，曽山明彦，江口　晋：思春期、若年成人に対する鼠径ヘルニア腹腔鏡下腹膜外閉鎖法

（LPEC）の検討. 九州内視鏡・ロボット外科手術研究会プログラム・抄録集 : 66, 2023.

曽山明彦，原　貴信，松島　肇，今村一歩，山下万平，福本将之，右田一成，川口雄太，金高賢悟，江口

晋：腹腔鏡下・ロボット支援下肝実質切離における出血への対処法. 九州内視鏡・ロボット外科手術研究会プロ

グラム・抄録集 : 50, 2023.
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曽山明彦，原　貴信，丸屋安広，松島　肇，今村一歩，福本将之，足立智彦，日高匡章，金高賢悟，江口

晋：Team building and establishment of techniques for safe and effective robot-assisted liver resection. 日本肝胆膵外科学

会学術集会プログラム・抄録集 : 256, 2023.

原　貴信，曽山明彦，丸屋安広，松島　肇，今村一歩，福本将之，吉野恭平，足立智彦，日高匡章，江口

晋：Our efforts to achieve both board certi!cation of expert surgeon and expanded indications for laparoscopic hepatic
resection.. 日本肝胆膵外科学会学術集会プログラム・抄録集 : 299, 2023.

原　貴信，曽山明彦，丸屋安広，松島　肇，今村一歩，福本将之，足立智彦，日高匡章，江口　晋：当科の脳

死肝移植成績とマージナルグラフト使用の現状. 日本肝移植学会学術集会プログラム・抄録集 : 93, 2023.

江口　晋，曽山明彦，原　貴信，松島　肇，丸屋安広，今村一歩，福本将之，吉野恭平，足立智彦，金高賢

悟，日高匡章：HALSデバイスを用いたハイブリッド法による生体肝移植低侵襲化の可能性. 日本肝移植学会学

術集会プログラム・抄録集 : 45, 2023.

篠田昌宏，竹村裕介，長谷川　康，山田洋平，尾原秀明，北郷　実，笠原群生，梅下浩司，江口　晋，北川雄

光，大段秀樹，江川裕人：脳死肝移植における脂肪肝グラフト、上位施設辞退グラフトの移植成績に関する全

国調査. 日本肝移植学会学術集会プログラム・抄録集 : 96, 2023.

日高匡章，曽山明彦，原　貴信，松島　肇，今村一歩，丸屋安広，笠　伸大郎，金高賢悟，江口　晋：高齢レ

シピエント、ドナーが生体肝移植成績に与える影響

－クッパー細胞、グラフト肝重量の検討－. 日本肝移植学会学術集会プログラム・抄録集 : 79, 2023.

曽山明彦，原　貴信，丸屋安広，福本将之，松島　肇，今村一歩，足立智彦，江口　晋：脳死肝移植待機症例

のMELDスコア周期加点設定に関するアカデミアの役割. 日本肝移植学会学術集会プログラム・抄録集 : 63, 2023.

小林慎一朗，金高賢悟，円城寺貴浩，哲翁華子，平山昂仙，小林和真，日高匡章，永田康浩，江口　晋：食道

切除における術中胃管血流評価と術後内視鏡所見での吻合部合併症予測について. 日本食道学会学術集会プログ

ラム・抄録集 : 111, 2023.

円城寺貴浩，小林慎一朗，笠　伸大郎，哲翁華子，松隈国仁，松本　亮，曽山明彦，小林和真，日高匡章，金

高賢悟，江口　晋：食道癌手術における術後肺炎リスクの検討. 日本食道学会学術集会プログラム・抄録集 :
280, 2023.

哲翁華子，小林慎一朗，金高賢悟，円城寺貴浩，松本　亮，蒔本憲明，曽山明彦，小林和真，日高匡章，江口

晋：胸腔鏡下食道切除術胃管再建における吻合部狭窄発生の周術期因子の解析. 日本食道学会学術集会プログラ

ム・抄録集 : 246, 2023.

松隈国仁，原　貴信，曽山明彦，宮本大輔，今村一歩．松島　肇，足立智彦，日高匡章，金高賢悟，江口

晋：Liver regenerative therapy using autologous chemically induced liver progenitor cells. 日本肝胆膵外科学会学術集会

プログラム・抄録集 : 207, 2023.

原　貴信，曽山明彦，丸屋安広，松島　肇，今村一歩，福本将之，足立智彦，日髙匡章，三浦　崇，江口

晋：Budd-Chiari症候群に対する背側アプローチによる下大静脈狭窄解除、パッチ形成術. 手術手技研究会プログ

ラム・抄録集 : 61, 2023.
足立利幸，井上悠介，岡田怜美，曽山明彦，足立智彦，小林和真，日高匡章，金高賢悟，江口　晋：経肛門ア

プローチ併用腹腔鏡下骨盤内臓全摘術の工夫. 手術手技研究会プログラム・抄録集 : 80, 2023.

円城寺貴浩，曽山明彦，福本将之，Li Peilin，原　貴信，松島　肇，今村一歩，松本　亮，釘山統太，足立智

彦，日高匡章，濱本　翔，高島志郎，金高賢悟，前田隆浩，江口　晋：ドローンによる摘出臓器搬送の可能性

を見据えた研究. 日本肝移植学会学術集会プログラム・抄録集 : 115, 2023.

笠松寛央，吉本周平，虎井真司，大原正行，小林英司，福本将之，原　貴信，日高匡章，曽山明彦，江口

晋：ブタ同所性肝移植モデルにおける生体外シャントシステムの有

用性. 日本肝移植学会学術集会プログラム・抄録集 : 116, 2023.

宮本大輔，福本将之，松隈国仁，三好敬之，長井一浩，丸屋安広，原　貴信，松島肇，今村一歩，足立智彦，

曽山明彦，日高匡章，落谷孝広，江口　晋：硬変肝由来リプログラミング化ヒト肝前駆細胞による肝線維症治

療法の確立. 日本肝移植学会学術集会プログラム・抄録集 : 121, 2023.

宮明寿光，福島真典，佐々木　龍，三馬　聡，原　貴信，曽山明彦，日高匡章，市川辰樹，江口　晋，中尾一

彦：肝移植前後の体組成変化と脂肪肝、糖尿病発生の関連について. 日本肝移植学会学術集会プログラム・抄録

集 : 110, 2023.
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大沼田　洵，小林慎一朗，中路　俊，金高賢悟，三浦　崇，江口　晋：大動脈上行弓部置換術後題号脈食道瘻

の一例. 日本胸部外科学会九州地方会総会プログラム・抄録集 : 43, 2023.

原　貴信，曽山明彦，丸屋安広，松島　肇，今村一歩，福本将之，足立智彦，日高匡章，江口　晋：肝内胆管

癌に対する肝移植. 日本肝癌研究会プログラム・抄録集 : 155, 2023.

三好敬之，又野　護，足立利幸，岡田怜美，井上悠介，曽山明彦，足立智彦，小林和真，金高賢悟，江口

晋：左側大腸憩室炎手術に対する治療成績の検討. 日本大腸肛門病学会九州地方会プログラム・抄録集 : 40,
2023.
曽山明彦，吉本周平，原　貴信，松島　肇，福本将之，右田一成，虎井真司，笠松寛央，大原正行，足立智

彦，小林英司，江口　晋：本邦の肝移植の現状に鑑みた機械還流装置導入に向けて. 日本臓器保存生物医学会学

術集会プログラム・抄録集 : 58, 2023.

原　貴信，曽山明彦，松島　肇，今村一歩，山下万平，福本将之，右田一成，川口雄太，足立智彦，江口

晋：造影USとICGにて切除範囲を決定したcone unit切除の１例. 肝臓内視鏡外科研究会プログラム・抄録集 : 50,
2023.
足立智彦，今村一歩，山下万平，林田浩太郎，原　貴信，松島　肇，曽山明彦，江口　晋：腹腔鏡/ロボットPD
両者の導入・定着を経験して. 膵臓内視鏡外科研究会プログラム・抄録集 : 97, 2023.

今村一歩，足立智彦，山下万平，哲翁華子，右田一成，原　貴信，松島　肇，曽山明彦，江口　晋：Second
surgeonからみた当科でのロボット膵切除修練体制がもたらす修練・教育効果. 膵臓内視鏡外科研究会プログラ

ム・抄録集 : 102, 2023.

山下万平，足立智彦，今村一歩，松島　肇，原　貴信，曽山明彦，江口　晋：当科におけるロボットDPの位置

づけ. 膵臓内視鏡外科研究会プログラム・抄録集 : 133, 2023.

足立智彦，松島　肇，今村一歩，丸屋安広，原　貴信，曽山明彦，日高匡章，江口　晋：Standardized Procedures
and Rationale in Robot-Assisted PD. 日本肝胆膵外科学会学術集会プログラム・抄録集 : 339, 2023.

日高匡章，曽山明彦，原　貴信，松島　肇，今村一歩，丸屋安広，松隈国仁，足立智彦，金高賢悟，江口

晋：Total management by liver resection combined with chemotherapy for advanced hepatocellular carcinoma. 日本肝胆

膵外科学会学術集会プログラム・抄録集 : 342, 2023.

佐藤彩香，曽山明彦，原　貴信，丸屋安広，松島　肇，今村一歩，福本将之，吉野恭平，足立智彦，日高匡
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論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact Factor値一覧

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.216 1.600 1.000 1.600

総計

6 7 25 38 16 2 173

B-b B-c B-d B-eA-d

A-a A-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b
学会

合計 総計
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論文数一覧
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学会
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